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県内の畜産農家が頑張っている姿や
安全・安心でおいしい畜産物を
生産している状況・販売情報など
「畜産農家の元気だより」で
消費者の皆さまに提供してまいります。

今年 5月26日に「葉山石井ファーム」直営の
「葉山マルシェ」が湘南国際村近くにオープンした。
「葉山マルシェ」では「葉山牛」とオリジナル

ブランドである「葉山石井牛」の精肉に加え、地元農家直送の野菜、葉山産のハチミツ、専属のシェフが
手掛けるお弁当とお惣菜の販売を行っている。屋上にはベンチが設置されており、マルシェで購入した
お弁当やお惣菜※を自然豊かな葉山の景色を見ながら楽しむことができる。
「葉山石井ファーム」は、神奈川県内の肉用牛牧場としては初となる農場HACCPの認証を取得しており、
徹底した衛生管理のもと、エコフィードの飼料などを活用した環境に配慮した経営を行っている。
通常、和牛は生後25～26ヶ月ほどで出荷されるが、ここでは生後36ヶ月齢以上まで育て「葉山牛」とし
て出荷しており「葉山石井ファーム」では、和牛雌牛の長期肥育を実施している。長期肥育することにより、
美味しさに関連する一部の遊離アミノ酸やL-カルニチン含量が増加すると言われており、日本三大和牛で
ある「米沢牛」は「生後月齢 32 ヶ月以上のもの」が定義の 1 つとなっている。このファームでは「葉山牛」
と同じ飼養条件で25～26ヶ月齢肥育した交雑種（ホルスタインに和牛をかけあわせた牛）を「葉山石井牛」
として販売しており、葉山牛よりも手頃な価格で肉本来のうま味を味わうことができる。
店長の石井裕一さんは「今まで葉山の名前で食べさせてもらったので、その恩返しがしたい。まずは

地元の人に自慢のお肉を食べてもらい、贅沢したい時は葉山牛をここに買いに来るようになってくれたら
嬉しい」と話す。
今後は黒毛和牛以外の短角和種などの和牛の取扱や、「葉山

マルシェ」オリジナルメニューの拡充などを計画している。
※お弁当・お惣菜については予約販売となっております。

『葉山マルシェ』オープン

安全・安心で
おいしい

県内の畜産物をぜひ
ご賞味ください

葉山マルシェ
所在地：三浦郡葉山町

上山口954-1
T E L ：046-854-4629
営業時間 ：10：00～17：00
定休日：毎週水曜日

（その他不定休あり）

https://hayama-marche.com/ホームページ

hayama_marche
Instagram

https://www.facebook.com/hayama.marchefacebook

目指すのは「地元のお肉屋さん」

葉山マルシェでは自社のHPや
フェイスブック、インスタグラムなどを活用し、マルシェの最新情報を
発信しています。



「葉山マルシェのトートバッグ
」を

プレゼント! !

ご記入いただいた個人情報は、景品のお届けおよびJAグループの担当者が
連絡をとらせていただく目的で利用いたします。

お客様の個人情報は、「JA全農個人情報保護方針」に基づき適正に管理
しています。

★応募方法★
ハガキまたはメールにて、郵
便番号・住所・氏名・年齢・
電話番号と、本誌への感想
をお書き添えの上、ご応募
ください。
●宛先
〒259-1205 平塚市土屋1275－1
JAかながわ畜産事業センター
E-mail
zz_kn_iki-iki.genki@zennoh.or.jp

「畜産農家の元気だより
プレゼント」係
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当選発表は、
プレゼントの発送をもって
かえさせていただきます今号にてご紹介した

「葉山マルシェの
トートバッグ」を
抽選で5名様にプレゼントします

農場HACCPとは??

畜 産 用 語 豆 知
識

畜産農場に HACCP※の考え方を採り入れ、家畜の所有者自らが有害物質の残留等の

危害や生産物の温度管理等の重要管理点を設定し、継続的に記録・管理を行うこと

により、生産農場段階での危害要因をコントロールする飼養衛生管理のことです。

※HACCPとは…
食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザード）を把握した上で、原材
料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるため
に特に重要な工程を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法です。

（農林水産省のHPより抜粋：https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/190925.html）


